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Ⅰ．はじめに
北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター（愛称：ス
ポル）は，平成１６年～２０年まで文部科学省高度化推進事
業（学術フロンティア）の研究施設として，平成１７年４
月に完成した。同センターは，「北方圏における生涯ス
ポーツ社会の構築に関する総合的研究」を行うことを目
的として，３４名（平成２２年４月現在）の研究員で研究を
進めている。研究分野は，スポーツマネジメント研究，
競技スポーツ研究，健康スポーツ研究，トータルサポー
ト研究の４分野である。
競技スポーツ研究分野では，競技スポーツの競技力向
上を目的とした基礎的・実践的な研究が行われている。
例えば，競技スポーツ選手を対象とした体力測定，体力
トレーニング指導実践，心理的競技能力診断検査，メン
タルトレーニング，コーチ・指導者向け講習会（コーチ
アカデミー），フィールドテストの開発，各競技の２次
元・３次元動作分析などである。
そこで，本論においては，競技者を対象として平成２１
年度に実施した体力測定の概要，結果を報告し，競技者
の体力特性に関する基礎的な資料を得ることを目的とす
る。
Ⅱ．研究方法
対象は，平成２１年４月から平成２２年３月までに体力測
定を実施した競技者１１１名（男子６９名，女子４２名）である。
対象競技と人数は，スキ ７ー１名（男子４５名，女子２６名），
スピードスケート１２名（男子１０名，女子２名），フィギュ
アスケート１４名（女子），バスケットボール１４名（男子）
である。
測定項目は，先行研究１）２）３）４）に基づき，身長，体重，
・
体脂肪率，最大酸素摂取量（VO２），等速性膝関節伸展
筋力，最大無酸素パワー（ハイパワー），乳酸性パワー
（ミドルパワー），背筋力，握力，柔軟性である。
各項目の測定方法は，身長は，身長計（PA２００）に
よって計測した。体重・体脂肪率は，BODY FAT ANA-
LYZER（TANITA製，TBF４１０）を利用し，インピー
ダンス法のアスリー トモ ドーによって体脂肪率を計測した。
最大酸素摂取量は，トレッドミルを利用し，呼気ガス
分析器（Vmaxスペクトラシリーズ，Sencer Medic 社
製）を用い，Breath by Breath で取り込み周期３０秒に
設定して酸素摂取量を測定した。ランニング中のプロト
コルには，漸増負荷方式であるBrous Protocol の各ス
テージの走時間を２分に短縮したものを用い，おおよそ
男子で１０分程度，女子で８分程度でオールアウトに達す
るようにした（表１）。
等速性膝関節伸展力は，等速性測定装置（Biodex Sys-
tem３）を用い，椅座位による膝関節完全伸展位を１８０゜
として，８０゜－１８０゜ の範囲で６０゜ deg／s の角速度による
膝伸展運動を最大努力で１測定毎に２回行い，それを２
試行行った際のピークトルクの最大値を測定値とした。
最大無酸素パワー（ハイパワー）の測定は，自転車エ
ルゴメーター（Power Max Ⅶ，Combi 社製）を使用
し，異なる３段階の負荷で１０秒間のペダリングを最大努
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力で行わせた。３回の試行の間には，１２０秒の休憩をも
うけた。パワーは最大値（watt）で求め，３回の試行
の最大値（watt）より最小２乗法と１次回帰式を用い
最大パワーを推定し，得られた最大値を被験者の体重で
除して標準化した。
乳酸性パワー（ミドルパワー）も，自転車エルゴメー
ター（Power Max Ⅶ，Combi 社製）を用いて，体重の
０．０７５倍の負荷により，４０秒間の最大努力によるペダリ
ングを行わせた。最大パワーを測定し，被験者の体重で
除すことによって標準化した。
背筋力はBack MUSCLE DYNAMO METER（竹井
機器）によって測定し，２回の試行で最大値を体重で除
して標準化した。
握力は，アナログ式握力計（提製作所）によって測定
し，２回の試行で最大値を体重で除して標準化した。
柔軟性は，FOWARD FLEXMETER（竹井機器）
によって，立位体前屈を実施した。
各測定項目の全体平均値，標準偏差，種目ごとの平均
値，標準偏差，男女別平均値，標準偏差を算出した。種
目間の比較に関しては，ｔ検定を実施し比較した（p＜
０．０５）
表１ 最大酸素摂取量測定のトレッドミルプロトコル
経過時間 速度（㎞／h） 傾斜（％）
～２分 ４．０ １２
～４分 ５．５ １４
～６分 ６．８ １６
～８分 ８．０ １８
～１０分 ８．８ ２０
～１２分 ９．６ ２２
～１４分 １０．４ ２４
図１ 最大酸素摂取量の測定
図２ 脚筋力の測定（バイオデックス）
図３ バイオデックス装着時
図４ ハイパワー・ミドルパワーの測定
北方圏生涯スポーツ研究センターにおける競技者を対象とした体力測定の結果について
―３２―
Ⅲ．結 果
１．全体
表２に対象者の体力測定結果を示した。全体の体脂肪
率の平均値は１６．２％，背筋力が２．０㎏／体重，握力が０．８
㎏／体重，体前屈が１６．９㎝，最大酸素摂取量が５７．０ml／
min／㎏，脚筋力右が２８６．４Nm／体重，脚筋力左が２８０．６
Nm／体重，ハイパワーが１３．５watt／体重，ミドルパワー
が８．４watt／体重であった。
身長と体重以外の測定項目に関してみると，スキー選
手は，全体平均とほぼ同様な値であった。
スピードスケート選手は，体脂肪率，背筋力，最大酸
素摂取量，ハイパワー，ミドルパワーが平均値より高い
値を示し，握力，体前屈，脚筋力が平均値より低い値を
示した。
フィギュアスケート選手に関しては，体脂肪率，体前
屈が平均値より高い値を示し，背筋力，握力，最大酸素
摂取量，脚筋力，ハイパワー，ミドルパワーが平均値よ
り低い値を示した。
バスケットボール選手に関しては，体前屈，最大酸素
摂取量，脚筋力において平均より高い値を示し，体脂肪
率，握力，ハイパワー，ミドルパワーは平均値より低い
値であった。
２．男子
表３に男子のスキー選手，スピードスケート選手，バ
スケットボール選手の各項目の平均値とｔ検定の結果を
示した。
スキー選手と比較して，スピードスケート選手が有意
に高い値を示した項目は，最大酸素摂取量，ハイパワー
であった。一方，スキー選手よりスピードスケート選手
の方が有意に低い値であった項目は，握力，体前屈であっ
た。脚筋力，ミドルパワーはスキー選手より低い値であっ
たが，有意差は生じなかった。
バスケットボール選手がスキー選手より有意に高い値
であった項目は，体前屈，最大酸素摂取量であった。有
意に低い値であった項目は，握力，ハイパワー，ミドル
パワーであった。脚筋力に関してはスキー選手より高い
値を示したが，有意差は生じなかった。
脚筋力に関しては，３競技に有意な差はなかった。
以上のことから，スキー選手は他の２種目と比較して，
持久系の能力が劣っているが，耐乳酸性のパワー発揮
（ミドルパワー）に関しては高い能力があることが示さ
れた。
スピードスケート選手は，持久的能力とハイパワーに
優れているが，握力・体前屈に関しては低い値であるこ
とが示された。
バスケットボール選手に関しては，柔軟性，最大酸素
摂取量は高い値を示したが，ハイパワー，ミドルパワー
が低い値であることが示された。
表２ 体力測定結果（全体，２００９年度）
競技種目 項目
年齢 身長 体重 体脂肪率 背筋力 握力 体前屈 最大酸素摂取量 脚筋力（右） 脚筋力（左） ハイパワー ミドルパワー
歳 ㎝ ㎏ ％ kg／体重 ㎏／体重 ㎝ （ml／min／㎏）（Nm／体重）（Nm／体重） 総watt／体重 平均watt／体重
全体
ｎ １１１ ８５ １０１ ６５ ９１ ９５ ９３ ８６ ９３ ９２ ８９ ７６
平均値 １８．５ １７０．４ ６３．２ １６．２ ２．０ ０．８ １６．９ ５７．０ ２８６．４ ２８０．６ １３．５ ８．４
SD ２．６ １２．９ １６．１ ５．２ ０．４ ０．２ ７．０ ８．４ ４９．３ ５９．６ ２．４ ５．６
スキー
ｎ ７１ ６４ ６６ ３５ ６２ ６２ ６１ ５９ ６５ ６４ ５８ ５５
平均値 １９．４ １６６．５ ６２．５ １６．４ ２．０ ０．８ １６．２ ５５．３ ２９０．４ ２８２．７ １３．９ ８．９
SD ２．２ ９．３ １３．０ ６．３ ０．４ ０．２ ７．２ ８．７ ４６．５ ５８．２ ２．３ ６．５
スピード
スケート
ｎ １２ ７ ８ ３ ７ ７ ７ １０ ３ ３ ８ ６
平均値 １７．２ １６３．３ ５７．７ １８．４ ２．２ ０．７ ９．９ ６１．０ ２４１．７ ２２１．８ １５．５ ８．７
SD ２．３ ４．８ ７．９ １．３ ０．２ ０．１ ３．６ ５．４ ３６．６ ４８．２ ２．４ ０．８
フィギュア
スケート
ｎ １４ ０ １３ １３ １３ １３ １２ ６ １３ １３ １２ ６
平均値 １５．４ － ４３．９ １７．７ １．９ ０．６ ２１．１ ５５．６ ２４８．４ ２５０．８ １０．９ ６．０
SD ２．３ － ５．３ ４．２ ０．２ ０．１ ４．６ ８．０ ４０．４ ５４．５ １．４ ０．６
バスケット
ボール
ｎ １４ １４ １４ １４ ９ １３ １３ １１ １２ １２ １１ １０
平均値 ２６．５ １９２．１ ８７．７ １４．２ ２．０ ０．６ １９．９ ６３．１ ３１７．４ ３１６．３ １２．４ ７．８
SD ２．９ ７．０ ７．２ １．７ ０．４ ０．１ ５．１ ２．７ ４４．３ ４７．０ ０．９ ０．６
※各測定項目において，ｎ数が異なるのは測定を実施していない項目がある為である。
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３．女子
表４にスキー選手とフィギュアスケート選手の平均値
とｔ検定の結果を示した。フィギュアスケート選手は，
スキー選手と比較して，体脂肪率，握力，ハイパワー，
ミドルパワーにおいて有意に低い値を示した。最大酸素
摂取量，脚筋力には有意な差はなかったが，最大酸素摂
取量は，スキー選手と比べてフィギュア選手の平均値の
方が高い値であった。背筋力に関してはフィギュア選手
の方が有意に高い値を示した。
これらのことから，スキー選手と比べて，フィギュア
スケート選手は，体脂肪率が低く，持久系の能力に優れ
ていることが示唆された。
４．データのフィードバック方法
各選手へのデータに関しては，図５のようなシートを
作成してフィードバックを行った。フィードバック用紙
には，氏名，測定日，身長，体重，各測定項目，評価値，
次回目標値が記載され，チャートグラフがカラーで掲載
されている。選手が自己の体力測定結果と目標値などを，
視覚的に理解しやすいように作成した。
表４ 各種目の比較（女子）
競技種目 項目
年齢 身長 体重 体脂肪率 背筋力 握力 体前屈 最大酸素摂取量 脚筋力（右） 脚筋力（左） ハイパワー ミドルパワー
歳 ㎝ ㎏ ％ kg／体重 ㎏／体重 ㎝ （ml／min／㎏）（Nm／体重）（Nm／体重） 総watt／体重 平均watt／体重
スキー
（女子）
ｎ ２６ ２５ ２６ １４ ２５ ２４ ２５ ２５ ２６ ２６ ２２ ２３
平均値 １９．２ １５７．４ ５２．３ ２１．６ １．７ ０．８ ２１．１ ５３．０ ２７２．７ ２６０．２ １２．１ ７．５
SD ２．３ ４．７ ５．５ ４．３ ０．３ ０．１ ５．０ ５．２ ２６．７ ５３．２ １．４ ０．６
フィギュア
スケート
（女子）
ｎ １４ ０ １３ １３ １３ １３ １２ ６ １３ １３ １２ ６
平均値 １５．４ N・D ４３．９＊ １７．７＊ １．９＊ ０．６＊ ２１．１ ５５．６ ２４８．４ ２５０．８ １０．９＊ ６．０＊
SD ２．３ N・D ５．３ ４．２ ０．２ ０．１ ４．６ ８．０ ４０．４ ５４．５ １．４ ０．６
*p＜０．０５
表３ 各種目の比較（男子）
競技種目 項目
年齢 身長 体重 体脂肪率 背筋力 握力 体前屈 最大酸素摂取量 脚筋力（右） 脚筋力（左） ハイパワー ミドルパワー
歳 ㎝ ㎏ ％ kg／体重 ㎏／体重 ㎝ （ml／min／㎏）（Nm／体重）（Nm／体重） 総watt／体重 平均watt／体重
スキー
（男子）
ｎ ４５ ３９ ４０ ２１ ３５ ３８ ３６ ３４ ３８ ３７ ３６ ３２
平均値 １９．５ １７２．３ ６９．１ １２．９ ２．１ ０．９ １２．８ ５７．０ ３０２．９ ２９９．１ １５．０ １０．０
SD ２．１ ６．３ １２．１ ４．８ １８．８ ０．３ ６．４ １０．３ ５３．０ ５６．２ ２．０ ８．３
スピード
スケート
（男子）
ｎ １０ ６ ７ ２ ６ ６ ６ ８ ２ ２ ７ ７
平均値 １２．４ １６５．１＊ ６０．２＊ １８．６ ２．２ ０．８＊ １１．２＊ ６２．７＊ ２２７．０ ２０４．５ １６．１＊ ８．９
SD ８．５ ２．０ ４．２ １．６ ０．３ ０．１ １．７ ４．１ ３６．９ ５０．８ １．８ ０．６
バスケット
ボール
（男子）
ｎ １４ １４ １４ １４ ９ １３ １３ １１ １２ １２ １１ １０
平均値 ２６．５ １９２．１＊ ８７．７＊ １４．２ ２．０ ０．６＊ １９．９＊ ６３．１＊ ３１７．４ ３１６．３ １２．４＊ ７．８＊
SD ２．９ ７．０ ７．２ １．７ ０．４ ０．１ ５．１ ２．７ ４４．３ ４７．０ ０．９ ０．６
＊ スキー選手との比較（p＜０．０５）
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体力測定結果
氏名： 性別： 男 測定場所：北翔大学
測定日：２００９年○月○日 身長 ㎝
体重 ㎏
＜コメント＞
測定項目 単位 測定値 評価 次回目標値 Ｄ Ｃ Ｂ Ａ ＡＡ
体 脂 肪 率 ％ １５．１ D １４ C １７～ １４～ １１～ １０～ ９～
体 前 屈 ㎝ １７．５ B ２０ A ５～ １０～ １５～ ２０～ ２５～
握 力 右 ㎏／体重 ０．６ B ０．６５ B ０．５未満 ０．５～ ０．６～ ０．７～ ０．８～
握 力 左 ㎏／体重 ０．７４ A ０．７７ A ０．５未満 ０．５～ ０．６～ ０．７～ ０．８～
背 筋 力 ㎏／体重 ２．６５ A ３．０ AA １．５未満 １．５～ ２．０～ ２．５～ ３．０～
伸展（右） Nm／体重 ３５９．５ A ３７０ A ２５０未満 ２５０～ ３００～ ３５０～ ４００～
屈曲／伸展（右） ％ ４５．１ D ５５ B ５０未満 ５０～５５ ５５～６０，６５～７０ ６０～６５ ６０～６５
伸展（左） Nm／体重 ３５６．４ A ３７０ A ２５０未満 ２５０～ ３００～ ３５０～ ４００～
屈曲／伸展（左） ％ ４７．４ D ５５ B ５０未満 ５０～５５ ５５～６０，６５～７０ ６０～６５ ６０～６５
ハイパワー watt／体重 １３．９ B １４．５ A １２未満 １２～ １３～ １４～ １６～
ミドルパワー watt／体重 ８．２６ B ９．５ A ７未満 ７～ ８～ ９～ １０～
最高回転数 回 １６０ B １７０ A １５０未満 １５０～ １６０～ １７０～ １８０～
４０秒後回転数 回 ７４ C ８５ B ７０未満 ７０～ ８０～ ９０～ １００～
最大酸素摂取量 ml／体重／分 ６２．２ B ６５ A ５５未満 ５５～ ６０～ ６５～ ７０～
走 時 間 分、秒 ９．４５
RQ（呼吸商） １．２５
換 気 量 ml １６６．４
評価 今回 次回
AA ０ １
A ４ ８
B ６ ４
C １ １
D ３ ０
柔軟性，脚力（伸展）は良いです。反応時間，脚力（屈曲），ハイパワー，
ミドルパワー，全身持久力を強化しましょう。
図５ フィードバック用紙
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Ⅳ．ま と め
北方圏生涯スポーツ研究センターの競技スポーツ研究
分野における体力測定結果について報告した。実施対象
種目は，スキー，スピードスケート，フィギュアスケー
ト，バスケットの４種目であった。
各種目の平均値，標準偏差を求め，各種目間の比較，
男女別による比較を行った。その結果，各種目において
有意に高い値を示す測定項目が明らかになり，各種目の
競技特性に応じた体力要素の傾向が示唆された。
今後も継続して競技者の体力測定を実施し，データを
収集し，各種目に必要な体力要素・レベルを明らかにす
る必要がある。
付 記
本研究は，「平成２１年度北翔大学北方圏生涯スポーツ
研究センターの研究費」の助成を受けて実施されたもの
である。
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